
Ⅰ．はじめに

　福岡県では，戦後様々な環境のもとに人工植栽されてきたス

ギ・ヒノキ林は主・間伐期に達している。この主・間伐時に，根

株の心材部分が腐朽している事例が多く報告されるようになった。

福岡県における根株心腐れ症状については，１９８３年に筑紫野市で

発生した事例を，小河ら（１９８５）が報告したのが最初である。ま

た，１９９１年９月の台風１７・１９号被害地の老齢木でも，根株腐朽被

害が発生した事例が報告された（野田ほか，１９９２）。

　そこで，福岡県でも国庫補助課題「主要材質劣化病害の実態調

査と被害回避法の確立」（１９９４～１９９６）および「針葉樹根株腐朽

病の発生機構の解明と被害回避法の開発に関する調査」（１９９７～

２０００）に参加し，県内の被害実態調査に取り組んだ。その一部は，

小河・後藤（１９９８），小河（２０００）が報告した。

　各要因と被害発生との関係を解析するには，各要因について階

層毎に，一定数のしかも同程度数の調査点数が必要である。また，

各病原菌についても要因別に一定数の調査点数が必要である。こ

れらの要因を明らかにするには病原菌が特定される必要があるが，

九州ではヒノキにきぞめたけ病（キゾメタケ），スギとヒノキに

かば色根株心腐病（ヒメカバイロタケモドキ）が報告されている

に過ぎず，多くは病原菌未定または不明のままである（勝，

１９７１；楠木ほか，１９９０）。福岡県では，既知の腐朽菌についても

同定できていない。

　ここでは，それらの条件を満たさない中でも，育林的手法で被

害を回避できないかと考え，スギとヒノキの被害本数率の差，根

株腐朽症調査地の微地形（斜面の横断形，縦断形），平均斜面傾

斜角度および林齢と被害発生との関係について検討した結果，一

定の傾向が認められたのでその内容を報告する。

Ⅱ．調査方法

　福岡県の各農林事務所や森林組合などの情報をもとに抽出した

スギ・ヒノキの主・間伐林分を調査対象とした。なお，この調査

は被害発生を前提として情報を収集した関係で，無被害地の情報

が少なくなっている。

　調査は，地況（方位，斜面傾斜角度，斜面位置，斜面の横断・

縦断形の微地形など），林況（林齢，根株直径，樹高など），被害

状況（被害木本数率，腐朽タイプ，伐採面の腐朽面積，外傷等の

有無など）について行った。また，同一林分でも微地形の異なる

場合には，調査本数が少なくても，地形に応じて調査地点を選ん

だ。

Ⅲ．結果と考察

　１．調査林分の概況

　調査林分の概況を表－１にまとめた。被害本数率は，ヒノキで

０～７３％，スギで０～５７％であった。標高と被害発生との関係に

ついても検討したが，どの標高位置でも被害が発生しており，標

高と被害本数率には差が認められなかった。

　２．被害本数率と被害発生要因との関係

　（１）スギとヒノキでの被害発生の差異

　スギとヒノキで根株腐朽病の被害発生に差があるのか否かを知

るため，同林齢で同一環境に混植された９調査点についてとりま

とめ表－２に示した。

　その結果，１調査点を除き，ヒノキの方がスギよりも被害本数

率が高かった。特に，小崩壊地下部の崩積土面にスギとヒノキが

混植された林（４３年生）では，大きな差（スギ９％，ヒノキ

５０％）が認められた。また，ヒノキとスギの被害本数率を林齢毎

に示した図－１でも，各林齢ともにヒノキの方が被害本数率が高

い調査点が多かった。これらのことから，同一環境に植栽した場

合には，ヒノキの方がスギよりも根株腐朽を起こしやすいと考え

られた。この傾向は，九州地区林試協保護部会材質劣化分科会

（２００１）の報告と一致する。また，佐賀県富士町でスギとヒノキ

に発生した「かば色根株心腐病」でも，ヒノキの方が被害が激し

くなっている（楠木ほか，１９９０）。
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表－１．調査林分の概況

被害平均林　齢標　高調査数樹　種

本数率
（％）

傾斜角度
（度）

（年）（ｍ）地点林分

０～７３０～３９１７～６１５０～５４０９５４４ヒノキ

０～５７０～３８１５～５７１３０～６５０６８４２ス　ギ

速　報



　（２）林齢と被害本数率との関係

　スギとヒノキについて，林齢毎の被害本数率の関係を図－１の

１と２に示した。

＜ヒノキの場合＞

　ヒノキの根株腐朽被害と林齢との関係では，勝（１９７１）が７年

生と９年生の伐採木口面で，きぞめたけ病の被害が認められたこ

とを，久林（九州地区林試協保護部会材質劣化分科会，２００１）が，

１８年生でも被害（病原菌未定）が見られ，被害本数率が３６％で

あった事例を報告している。今回の調査では，若い林分での調査

が少ないが，２３年生で被害本数率１０％の林分が認められた。

　図－１の１を見ると，林齢が高くなるほど，被害本数率の高い

調査点が多くなる傾向が認められた。この中で３０年生前後で被害

本数率３０％以上，４０年生以下で被害本数率５０％以上を示した６調

査点（円で囲まれた調査点）は次のような地況であった。

　２９年生で被害本数率４５％の調査点は，丘陵地（標高５０ｍ）中部

の斜面傾斜角度（以下，傾斜度）１０度の緩やかな凹地形部。３０年

生で被害本数率６６％の調査点は，丘陵地（標高５０ｍ）下部の傾斜

度１７～１８度の凹地形部（堆積性匍行土），被害本数率３８％の調査

点は，丘陵地（標高５０ｍ）上部の神社境内に隣接し，一部が掘削

されて地形が複雑になった傾斜度３０度の凸型斜面，被害本数率

３３％の調査点は，丘陵地（標高５０ｍ）中部の傾斜度１６度の平衡斜

面。３５年生で被害本数率５７％の調査点は，山腹中部に生じた小崩

壊地で斜面下部とは作業道で遮断された凹地形部。４０年生で被害

本数率６８％の調査点は，低標高地（８０ｍ）の下降斜面に作られた

階段状の畑地跡であった。

　このように林齢の割には，被害本数率の高い林分やきぞめたけ

病のように若齢林での発生が確認されたものもあるが，未同定菌

の関与も含めた全体的なヒノキの根株腐朽症発生の危険性と被害

本数率の増加は，高林齢になるほど高くなると考えられた。

＜スギの場合＞

　図－１の２を見ると，林齢が高くなるほど被害本数率が高い調

査地点が多くなる傾向が認められた。図－１の２の中で，３４年生

で被害本数率が４５％と高い調査点（円で囲まれた調査点）は，標

高５２０mの谷奥，傾斜度５度，斜面の横断形は凹，縦断形は直で，

周辺から土砂が堆積する緩斜面であった。

　宮島（１９９５）は，熊本県下のスギ根株腐朽被害実態調査結果と

して，林齢が高くなるほど被害本数率が高くなる傾向が見られ，

５０年生以下では高くても２０％前後にとどまっていたが，５０年生を

超えると５０％を超える事例が多かったと報告している。今回の調

査では５０年生を超える事例が少ないので単純に比較できないが，

野田ほか（１９９２）の１９９１年９月の台風１７・１９号被害地の高樹齢

（２００年生以上）の被害調査結果を考慮すると，林齢と被害本数率

の関係は，福岡県も熊本県の調査事例と同様に，林齢が高くなる

ほど被害本数率が増加する傾向にあると考えられた。

　（３）斜面傾斜角度，微地形と被害本数率の関係

　スギ・ヒノキともに特異的な調査点が出現するものの，傾斜度

が緩くなるほど被害本数率が高い調査点が多く，どの傾斜度でも

横断・縦断形に凹地形が含まれる調査点ほど被害本数率は高くな

る傾向が認められた。微地形と被害本数率の関係については，小

河・後藤（１９９８）が指摘したように，同一林分ではあっても人工

的に，または小さな崩壊で凹地形が形成された場合や，山腹上部

でも緩傾斜で凹地形が現れる調査点では，他の調査点よりも被害

本数率が高かった。

　斜面の横断形が凸で縦断形が凸又は直地形では，傾斜度が増せ

ば確実に被害本数率が低くなると考えていたが，後述のようにヒ

ノキ６地点，スギ１地点で，傾斜度の割には被害本数率が高い調

査点が認められた（図－２の１と２の円で囲まれた調査点）。こ

れらの原因は，腐朽タイプ，外傷発生の有無，前生樹などの面も

含め，再検討する必要がある。

＜ヒノキの場合＞

　調査地点の平均傾斜度に対する被害本数率を，微地形（横断・

縦断形）の区分毎に示した図－２の１を見ると，傾斜度が増加す

るに従って被害本数率の高い調査点が減少する傾向が認められた。

傾斜度と被害本数率の関係については，久林（１９９５，１９９８），小
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表－２．混植されたスギ・ヒノキの根株腐朽病の被害状況

被害本数率（％）微地形

ヒノキス　ギ縦断形横断形傾斜（度）林齢（年）

６０直平１５３３

１６１２凹凹１８３５

８７凹凹１５４３

５０９凹凹５４３

１３８直平１５４４

８０凸凸１０－１５４５

４１２９凸凸２８－３０５０

４７１１凸平２０－２５５０

３３３９凹凹１５－２０５３

図－１．林齢別の被害本数率
　　　　１：ヒノキ，２：スギ



河・後藤（１９９８）が，傾斜度が増加するに従って被害本数率が低

くなる傾向があることを示唆していたが，今回の調査結果はこれ

を支持することになった。

　微地形区分では，どの傾斜度でも斜面の横・縦断形ともに，凹

地形は他の区分よりも被害本数率が高い調査点が多くなっていた。

　斜面の横断面が凸で縦断面が凸又は直地形で，傾斜度の割に被

害本数率が高い調査点は，傾斜度２３度の２地点，２９度の１地点，

３０度の３地点で被害本数率が３０％を超えていた。これらの調査点

の環境は，次のようであった。

　傾斜度２３度で被害本数率４７％の調査地点は５０年生，標高４９０m

の斜面中部，３０％の調査地点は６１年生，標高２８０mの斜面中部の

ともに花崗岩の風化土。２９度で４１％の調査地点は５０年生，標高

５００mの斜面中部の残積性匍行土（花崗岩風化土）。３０度で３８％の

調査地点の一つは３０年生，丘陵地（標高６０m）の斜面上部，二つ

目は３８年生，凝灰岩地の崖下のやせ尾根斜面（標高１００m），三つ

目は４８年生，標高２７０mの斜面中部（花崗岩風化土）であった。

これら６調査点は，いずれも１９９１年９月の台風１７・１９号の被害地

であった。

＜スギの場合＞

　スギでは，傾斜度が低い地点でもヒノキほど被害本数率が高い

林分の出現頻度は少ないが，宮島（１９９５）の指摘同様，傾斜度が

増加するに従って被害本数率の低い調査点が多くなる傾向が認め

られた。また，微地形区分では横・縦断形ともに凹地形，横断形

で凹・縦断形で直の地形で被害本数率の高い調査点が多かった。

傾斜度が２９度で横・縦断形ともに凸型で，被害本数率が２９％と高

い調査点があったが，この調査点は５０年生，標高４８０mの斜面中

部の匍行土面であった。

Ⅳ．おわりに

　スギ・ヒノキの根株腐朽病の発生状況を報告すると，何処でで

も被害が発生し，スギ・ヒノキの再造林が不可能であるかのよう

な印象を持たれることが多い。しかし，本報告は橋本・脇

（１９７２）や小河・後藤（１９９８）が指摘したように，スギ・ヒノキ

造林に水を差すものではなく，人工造林に際して，より的確な適

地を明らかにしようとするものである。

　近年は材価の低迷により，長伐期化せざるを得ない状況が起こ

りつつあるが，久林（１９９９）はヒノキの根株腐朽病発生林分の被

害木の腐朽状況を詳細に調査して，被害発生地では林齢が増すほ

ど腐朽高が高くなることを実証し，小河（２０００）は根株腐朽症被

害木の経済的損失が，腐朽高に左右されることを指摘している。

この様な観点から見れば，間伐時に根株腐朽症被害が発生してい

た林分では，被害程度に応じた伐期や再造林樹種選択の検討が必

要になる。伐期の問題では，洞爺丸台風被害地での病害の発生状

況を調査した今関ほか（１９５５）が，根株腐朽病・幹腐朽病との関

連で議論しているように，どこででも長伐期育成が可能ではない

ことも認識する必要がある。

　また，スギの根株腐朽症に関しては，宮島（１９９６）も述べてい

るように，スギ在来品種間の腐朽実態を調査する必要があろう。

　以上のように，適地適木（適品種）は成長や材価の面からのみ

見るのではなく，根株腐朽症，漏脂病，暗色枝枯病およびこれか

ら調査されるであろう幹腐朽症などの材質を劣化させる病害の面

からも検討する必要があると考えている。
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図－２．平均斜面傾斜角度・微地形区分（横・縦断面）別の被害
本数率

　　　　１：ヒノキ，２：スギ


